	戦 略 的 広 報 活 動 に つ い て


広報課
■ 会議の趣旨

【　重点活動である「広報活動」について、目指すべき姿の意思統一　】
「広報の一元化」の具体的内容を庁内意思統一し、府庁全体に伝え、戦略的広報へ。
■ 広報活動の目指すべき姿


　 １ 大阪府政に対して、興味・関心や理解の深い層をできるだけ増やすような啓発・ＰＲ

　　　を実施
　 ２ 興味・関心や理解に応じたターゲット別のＰＲを実施
■ こんな広報課へ

① 広報メンバーが各部局に出向き、広報ネタを小さな種の段階から、ともに育てる。
② 現状の媒体（広く、浅く、知らせるための媒体）に加えて、ターゲットは狭くても、

深く、突きささる様な表現の媒体を開発する。

　　 ③ 外部の企業や人と知り合い、提携をして効果的に情報発信をする。




※「広報一元化」はあくまでも手段であり、最終目標は、戦略的な広報活動を実施し、

その結果が効果的かつ効率的であることが、もっとも重要なこと。

■ 上記のための取組み

　　１　広報メンバーの意識や動きを活性化させるために、率先して引っ張る新たな
外部スタッフを入れる。
２　広報メンバーの仕事の枠組みと発想を変えるため、追われている内作化業務
　　　をアウトソーシングへ。
３　新しい媒体の開発や戦略的に外部と連携する仕組のための予算を確保する。
















「広報の武器〈人、組織、媒体〉を作る」
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＝ターゲットに応じた戦略的広報へ転換＝





以　上
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戦略的かつ効果的な情報発信ができること





内外と効果的なコーディネートをすること





適切な情報フィルターをかけること





各部局の府政情報が広報課に集約されること
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